





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































´ ´ ´ ´の以下の頁を参照のこと。Alphonse DAUDET，Œuvres Ì，texte etabli，presente et annote par Roger
｀ ´RIPOLL，Gallimard，Bibliotheque de la Pleiade，１９８６，pp．１２６６－１２７３．
（３）ドーデの伝記的事実については，ドーデの自伝的小説 Le Petit Chose（in Op．cit．pp．１－２４２．）（邦訳，
原千代海訳『プチ・ショーズ ある少年の物語』，岩波文庫，１９５７，八木さわ子訳『プチ・ショーズ ちび君』，
｀岩波文庫，１９２２）のほか，以下の著作を参考にした。Wanda BANNOUR，Alphonse DAUDET Boheme et bour-
geois，Perrin，１９９０；Jacques-Henry BORNECQUE，Introduction in Alphonse DAUDET，Lettres de mon







（６）Alphonse DAUDET，Op．cit．，p．１２７６－１２７８．ドーデは自分の主要な作品の創作過程をHistoire de mes
livres（『わが著作の歴史』）に詳しく解き明かしている。これは１８３３年に雑誌（La Nouvelle Revue）に発表













































Nabab，moeurs parisiennes，１８７６；Sapho，moeurs parisiennes，１８８４； L’Immortel，moeurs parisi-
ennes，１８８８といった長編小説である。前二者には邦訳がある。河合亨訳『ナバブ パリ風俗』岩波文庫，１９５２，
朝倉季雄訳『サフォ パリ風俗』，岩波文庫，１９５１。これに対して，ベストセラーになりいくつか続編を書い
た南仏の典型的なほら吹き男を主人公にしたタルタランもの（もっとも有名なのは Les Aventures prodi-














｀ ´ ´（２４）Alphonse DAUDET，Œuvres completes illustrees，Editions Ne Varietur，Tome 16，Notes sur la vie，
Librairie de France１９２９，p．１．最初はRevue de Parisの１８８９年３月１日号と３月１５日号に掲載された。ま






´ ´原文は以下の著作に収められている。La ville comme texte in Michel BUTOR，Repertoire V，Editions de
Minuit，１９８２．
（２７）上司小劍の伝記的事実については，おもに以下の年譜を参照した。紅野敏郎編「上司小劍年譜」，吉田精一
編『明治文学全集７２水野葉舟・中村星湖・三島霜川・上司小劍集』，筑摩書房，１９６９，４１９－４２４頁。また，
作家としての上司小劍および作品論としては，とくに以下の評論を参考にした。青野季吉，「解説」『現代日
本小説大系 第十五巻』，河出書房，１９５２，３０３－３１０頁。稲垣達郎，「作品解説」，『日本文学全集３１小杉天
外・木下尚江・上司小劍集』，講談社，１９６３，４１５－４２０頁。近藤若菜「作品解説」，『縮冊日本文学全集 
近代後期小説篇』，日本週報社，１９６０，４３２頁。瀬沼茂樹，「上司小劍入門」，『日本文学全集３１小杉天外・
木下尚江・上司小劍集』，講談社，１９６３，４２６－４２８頁。吉田健一「解説」，『日本の文学７８名作集（二）』，
中央公論社，１９７０，４８６－５０２頁。荒井真理亜，『上司小剣文学研究』，和泉書院，２００５。
（２８）『鱧の皮』は上司小劍の代表作とされているために，岩波文庫（１９５２）にも収録され，いくつかの文学全集
（上にあげた『明治文学全集７２』のほか，『現代文学全集 ５ 斉藤緑雨・内田魯庵・木下尚江・上司小劍集』，
筑摩書房，１９６１，『日本文学大系２１岩野泡名・真山青果・上司小劍・近松秋江集』，筑摩書房，１９７０，『日
本の文学７８名作集（二）』，中央公論社，１９７０，『日本現代文学全集３１小杉天外・木下尚江・上司小劍集』，
講談社，１９８０）にも収録されている。ここでの引用は，現在比較的手に入りやすい大河内昭爾篇『味覚小説
集』，みき書房，１９７９によった。頁数はこの著作のもの。ただし，引用にあたっては，旧字と旧仮名遣い
を現代風にあらためた。
（２９）豊田四郎監督，織田作之助原作，八住利雄脚本『夫婦善哉』，東宝，１９５５年封切。『日本映画傑作全集』（１９９４）
としてビデオ化されている。
（３０）事実，この２つの作品『夫婦善哉』『鱧の皮』をもとに，１９６３年には，同じ豊田四郎監督，八住利雄脚本で
『新夫婦善哉』が封切られている。これは，内容的に『夫婦善哉』に『鱧の皮』の要素を足したもので，こ
のような合体ができるのも，道頓堀から千日前といった舞台の同一性，ダメ男としっかり女という主人公た
ちの同質性，食べ物屋を中心とした大坂情緒といった共通項が，これら２つの作品にあったからだと考えら
れる。残念ながら，今のところ，この映画の映像資料は入手不可能だが，その内容は，脚本『新夫婦善哉』
（東京映画株式会社，１９６３）によって知ることができる。
（３１）大河内昭爾篇『味覚小説集』，みき書房，１９７９，２２頁。
（３２）文芸評論家で英文学者でもあり，健啖家で知られた篠田一士は，飲食にかかわる文学作品に関する短いもの
の見事なエセーを集めた『グルメのための文芸読本』（朝日文庫，１９８６）のなかで，この『鱧の皮』にふれ，
「大阪の食べ物をえがいた小説といえば，古い小説だが，やはり上司小剣（一八七四～一九四七）の『鱧の
皮』（一九一四）がきわめ付けだろう。たんに大阪といわず，鱧の皮という食べ物が，作品全体の主題と関
わり，あたかも，影の主人公のようになっている点も，日本の近代小説のなかでは，他にほとんど類がなく，
これこそ，名実ともに食物小説といってよいものである」（前掲書，１９０頁）と述べた。鱧の皮に集約される，
この作品の意味作用の在り方を見抜いた鋭い指摘である。
（３３）『鱧の皮』に先立って発表された長編『木像』（１９１１）は，作者自身がこの作品には，『鱧の皮』で描いたも
のと同じものがあると認めているように，大阪をおもな舞台としながら，そこに東京が重なる空間の二重構
造をそなえた作品である。ここででは，主人公が奈良から大阪へ移動したのち奈良に帰還しており，関西の
古都奈良と商業都市大阪とが対比されている。奈良から見た大阪が描かれ，大阪から見た奈良が描かれてい
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る点で，より空間の重なりは複雑である。ここに，やはり奈良から大阪に出てきて，主人公の世話になって
いた主人公の甥が，作品の終わり近くになって，学業半ばで東京に出奔し，そこから手紙を何度か寄こし，
それに主人公が応答するという形で東京が介入してくる。現実の空間としてではなく，手紙という間接的な
手法で，東京という空間が視線として介在してくる点は，『鱧の皮』と同じである。形式としてみれば，関
西での移動があり，より多元的な空間が形作られているといえる。
あまたの批評家が，この作家の作品の叙述の「自然主義的」うまさを語るなかにあって，青野季吉は空間
的な都市小説として『木像』の重要性を見抜き，つぎのように述べている。ちょっと長いが，炯眼な指摘な
ので引用しておこう。「この長編の舞台は，奈良，大阪，東京にまたがっている。東京は，傍系人物の青年
の手紙を通じて示唆的に表現されるにすぎないが，しかし，そこに新しい社会的空気がうごめいていること
を伝えるには十分である。この三つの代表的な都市が舞台になっていることも，この長編の年代記的意義に
とって，重要な関係をもっている。日露戦争と約１０年後にくる第一次世界戦との間にはさまれた明治４０年代
は過渡期中の過渡期で，風俗，生活，思想において，古いものとそれが崩れかけたものと，新しく芽立つも
のと，それの成長したものと，さらにその先を告げるものとが錯綜し，混淆していた時代であった。そのな
かで，この長編に現れてくる奈良は，古いものとそれが崩れかけているものとを代表しており，次に現れて
この中心舞台となる大阪は，新しく芽立つものとそれの成長したものとを代表しており，最後にここへ側光
を投げる東京は，さらにその先を告げるものを代表している。かくて奈良の古都は大阪の商業都市によって
批判され，その商業都市は東京の文化都市によって批判される。作者小劍はあきらかにそれを意識し，その
『批判』を際立たせようとして細かく気をくばっているのが見られる」『現代日本小説大系 第十五巻』，河出
書房，１９５２，３０６頁。ただし，後年の同じ作者の『東京』（１９２８）同様，『木像』は都市小説としては意欲作
ではあっても，『鱧の皮』ほど空間の重なりが緊密ではなく，空間の関係がやや平板である。それは，全体
を収斂させる「ハモの皮」のような，登場人物の心理や思いを投影した要素がないからだ。このような比較
からも，飲食物の，空間と空間，空間と人とをつなぐ役割の大きさがわかる。あまりに知的である手紙とい
う要素だけでは，場所と場所への人物の思いを集約するには足りないということだろう。これは，『鱧の皮』
以後に書かれた『妾垣（てかけがき）』（１９３０）（ちなみに発表当時これは「鱧の皮続編」と銘打たれていた）
や『天満宮』（１９２８）などの大坂情緒ものにもいえることで，ここでは大坂情緒はたっぷり描かれているも
のの，他の都市との関係はなく，前景化されるテーマはもっぱら過去と現在の比較である。それらは，空間
的にもそれなりに興味深いが，はやり都市小説・空間小説としては，そしてもちろん飲食小説としても，『鱧
の皮』の凝縮力を上回るものではない。
（３４）大阪に帰還する（だろう）物語の主人公とは異なり，作者上司小劍は，東京にとどまり，さらには後年，東
京を舞台にした意欲的な長編小説『東京』（新潮社，１９２８）を書いている。この直接的な題名に，この作品
が都市という空間自体をテーマにした都市小説であるとことがすでに示されているが，小説を「日比谷の夕」
という具体的な場所の描写からはじめ，東京の町々が重要な役割を演ずるその書き方からも，小劍の場所へ
のこだわりぶりがよくわかる。『東京』が出版された同じ年（昭和３年，１９２８年），東京の各地をめぐるエセー
を当時の何人もの文学者（たとえば，徳田秋声，島崎藤村など）に書かせて集めた『東京繁盛記 山手篇』（東
京日日新聞，『文学地誌「東京」叢書』として１９９２年に大空社より復刻版が刊行されている）に，小劍が当
時住んでいた目黒に関して「目黒附近」という紀行文を書いていることからも，この作家の場所への強い関
心をうかがい知ることができる。こういってよければ，小劍は東京にとどまってとりあえず成功した「福造」
であった。ただし，意欲的な都市小説『東京』も，そこに場所と人間とのダイナミックな関係が描かれてい
るとはいえず，長短を別にすれば都市小説としては『鱧も皮』のほうがはやり優れた作品であった。この点
で，小劍は作家として東京で東京を描くことに成功したとはいえないかもしれない。
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